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職業訓練基準の分野別見直しに係る基礎研究 

（普通課程）機械分野 

【 調査研究概要 】 

分  野：職業能力開発の実践に必要な調査研究 

担当室名：教材開発室 

１１．．ははじじめめにに 
職業能力開発促進法（以下「法」という。）

に規定されている職業訓練基準（以下「訓練基

準」という。）は、我が国の職業訓練の水準の

維持向上のため、段階的かつ体系的に訓練が実

施できるよう統一的に設定された指針であり、

すべての訓練課程を対象としている。この訓練

基準は広く公開され、多くの関係者や時代の潮

流の評価を受けており、求職者の就業の促進に

資するため、不断の見直しが必要である。 
基盤整備センター教材開発室は、平成 18 年

度から普通課程の普通職業訓練に係る訓練基

準の分野別見直しを実施してきた。基礎研究会

を立ち上げ、見直し案の基礎資料を作成し、省

令改正のたたき台として厚生労働省に提出す

る。 
本報は、令和 6 年度に実施された機械分野の

訓練基準の見直しに係る基礎研究会の審議報

告である。 
 
２２．．訓訓練練基基準準ににつついいてて 
訓練基準は、法第 19 条及び同施行規則（以

下「規則」という。）第 10 条～15 条、同規則別

表第 2～第 7 に定められている。その中で普通

課程の普通職業訓練を規定する規則第 10 条、

11 条及び規則別表第 2（以下「別表第 2」とい

う。）は、普通課程の訓練科を実施するにあた

っての標準的な内容を示すとともに、訓練を実

施する際に従うべき最低限の内容を示してい

る。別表第 2 で定める各教科の訓練時間は、各

科の総訓練時間の約 6 割であり、残り約 4 割に

ついては、地域ニーズや産業ニーズ等を勘案

し、訓練実施者が自由な裁量で教科や時間等の

設定も可能となっている。別表第 2 を補完する

ものとして通達の「教科の細目」「設備の細目」

「技能照査の基準の細目」の各細目がある。こ

れらは、その細目を含め、都道府県が条例を策

定する際の基準となるものである。 
 
３３．．見見直直ししのの分分野野とと見見直直しし範範囲囲ににつついいてて 

見直し対象分野は機械分野で、機械系の機械

加工科、精密加工科、機械製図科及び機械技術

科の 1 系 4 科で構成される。本分野は前回（平

成 29 年度）見直しの際、18 系 42 科の中に含ま

れていたが、令和 2 年度から課題の多い分野を

絞って対象とする選定方法に変更となり、今回

詳細な見直しが可能となった。見直しの範囲

は、訓練科毎の別表第 2、通達としての「教科

の細目」、「設備の細目」及び「技能照査の基準

の細目」で審議においては厚生労働省が示す

「見直し方針」に準拠する。 
令和 6 年度は全国の訓練現場からの意見要

望、関連法規や規格の改正に基づく見直しを行

った。また、「教科の細目」に基づき訓練計画

を策定するにあたり、参考となるよう「モデル

カリキュラム」見直しを行った。 
 
４４．．審審議議のの経経過過 
基礎研究会は 4 回開催し、機械系 4 訓練科に

係る「別表第 2」及びそれに基づく「教科の細

目」、「設備の細目」及び「技能照査の基準の細

目」について、訓練を実施する施設から寄せら

れた見直しの意見や要望を 78 項目に整理して

審議した。また、各細目に基づき「モデルカリ

キュラム」を審議した。 
 第 1 回基礎研究会：「別表第 2」及び「教科

の細目」を審議した。 
 第 2 回基礎研究会：「教科の細目」の再審議、

「設備の細目」及び「技能照査の基準の細

目」を審議した。 
 第 3 回基礎研究会：前回までの見直し案を確

認し、「設備の細目」及び「技能照査の基準

の細目」の再審議、「モデルカリキュラム」

を審議した。 
 第 4 回基礎研究会：最終確認を行った。 

 
５５．．見見直直ししのの論論点点とと審審議議結結果果 
 主な見直しの論点と審議結果について以下に示

す。 
５－１ 別表第 2 
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別表第 2 には、訓練の対象となる技能及びこ

れに関する知識の範囲、教科、系基礎学科と実

技及び専攻学科と実技ごとの時間数が定めら

れており、変更の内容が機械系以外や厚生労働

大臣認定教科書に影響が及ぶ場合がある。別表

第 2 の審議の結果、現行のままで支障を来すま

でではないと判断し、変更はしていない。 
５－２ 教科の細目 
教科の細目には、教科と教科毎の時間数、教

科を細分化した内容が定めらえている。 
教科の細目の主な見直しとして、専攻学科

「機械加工法」の細目の見直しを行った。専攻

学科「機械加工法」の細目に「手仕上げ法」が

ある。これは、系基礎学科「機械工作法」の「仕

上げ」と重複していると判断し、「手仕上げ法」

を削除した。なお、機械技術科には元々「手仕

上げ法」がない。 
また、技能照査の基準の細目に「NC プログ

ラミングについてよく知っていること。」があ

るが、それに該当する教科の細目がなかったた

め、「NC 加工」を細目に追加した。 
 

表１ 教科の細目例（抜粋） 
訓練科 機械系 機械加工科  

教科の科目 訓練時間 教科の細目 

系
基
礎
学
科 

1 
機械工

学概論 
30 

機械要素、機構と運動、原

動機、機械一般 

2 
電気工

学概論 
20 

電流と磁気、回路理論、電

力と三相交流、電気機器 

 
５－３ 設備の細目 
設備の細目は、教室等の面積や機器の数量な

どが定められていて、対象者やその人数により

異なる。 
機器などの数量については「30 人を 1 訓練単

位」、「50 人を 1 訓練単位」としてそれぞれの数

量が定められている。この 1 訓練単位の人数と

は、ある訓練で同時に受講する受講生の数であ

る。例えば、20 名定員の 2 科の訓練を合同で実

施する場合、1 訓練単位の人数は 40 人となる。

また、定員が 20 名でも班分けにより 10 人ずつ

で別の訓練を実施する場合は、1 訓練単位の人

数は 10 人となる。見直しの結果として、普通

旋盤は対象者による数の違いをなくし、1 人に

対し 1 台となる数量にした。また、数値制御旋

盤は 50 人で 1 台となっていたが、訓練におい

て主要な機械であるため、15 人に 1 台程度の数

とした。そのほか、機械加工科のパーソナルコ

ンピュータは、現行 2 人で 1 台となっているが、

1 人で 1 台とした。合わせて、2 次元及び 3 次

元 CAD ソフト、CAD/CAM ソフトについても 1
人で 1 台とした。 
５－４ 技能照査の基準の細目 
技能照査の基準の細目は、学科の場合「・・

・について知っていること」、実技の場合「・

・・ができること」の表記で記述している。特

に重要である項目については、「よく知ってい

る」、「よくできる」としている。見直しの際に、

技能照査の基準の細目に対応する教科の細目

があるか確認した。現行で整合性が取れていな

い箇所は、教科の細目及び技能照査の基準の細

目の両面から見直した。 
５－５ モデルカリキュラム 
基準の見直しに伴い、今回モデルカリキュラ

ムの見直しを行った。モデルカリキュラムは訓

練計画の参考となるもので基盤整備センター

により作成している。モデルカリキュラムは前

回の基準の改正が反映されていなかったため、

大幅な見直しとなった。また、機械技術科はモ

デルカリキュラムが作成されていなかったた

め新規作成した。 
モデルカリキュラムの審議の際、訓練科目に

よっては順番を入れ替える案が挙がり、教科の

細目にこれを反映させた。  
 
６６．．今今後後ににつついいてて  
基礎研究会で作成した見直し案は、令和 6 年

12 月 19 日に厚生労働省へ提出した。令和 7 年

2 月 20 日に職業訓練基準の見直しに係る職業

能力開発専門調査員会（以下「専門調査員会」

という。）が厚生労働省にて開催され、提出し

た見直し案を基に審議が行われた。年度末にか

けて専門調査員会でまとめた結果に基づき厚

生労働省で審議されたのち、各細目の改正につ

いて発出される。 
基盤整備センターでは、各細目の改正が発出

された後、ホームページに掲載している機械系

4 科の各細目について改正に基づき更新を行う

予定である。また、モデルカリキュラムについ

ても細目の改正を反映させ、更新を行う。 
 
７７．．おおわわりりにに 
これからも重要性が変わることのない職業

訓練のため、訓練基準の不断の見直しが必要で

ある。結語として、基礎研究会委員を始め、各

都道府県の皆様に感謝申し上げる。 
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